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胃癌研究の発端
　「温故創新」，「敬天究理」，いずれも私の造語であ
る。温故知新でなく創新と強調したのは，癌治療に
おける腫瘍外科学に関する先人の成し遂げた偉業を
学び，さらに新たな知見を創造し発展させたいとの
私どもの研究に対する想いからである。私は，西郷
隆盛先生を殊のほか敬愛する者の一人で，先生の理
念，「敬天愛人：至誠に徹し，親愛の温情をもって
ことにあたり，天を相手にして，己のベスト尽くす。
人や環境をとがめずして，未だわが誠の足らざるを
思え」の教えを大切にしてきた。すなわち「敬天究
理」とは，臨床に対し至誠に徹し，研究に対し理を
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